
尾張旭市監査公表第３８号 

令和７年３月２８日付け尾張旭市監査公表第１８号をもって公表した定例監査結果

報告について、令和７年５月９日付け７財第２１号で市長から措置を講じた旨の通知

がありましたので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１４項の規

定により次のとおり公表します。 

令和７年５月３０日 

 

尾張旭市監査委員 山 田 義 浩      

 

 

                   尾張旭市監査委員 市 原 誠 二      

 

総務部財政課 

監 査 の 指 摘 事 項 措 置 状 況 

物品の検査（尾張旭市物品管理規則（平

成２５年尾張旭市規則第３号）第２３条に

規定される使用中の物品及び備品台帳に

係る検査をいう。）を令和５年度は実施し

ていなかった。 

物品管理事務を適切に実施されたい。 

指摘事項について、課内で共有を図っ

た。令和６年度から尾張旭市物品管理規

則に基づき、毎年１回、使用中の物品及び

備品台帳について確認・検査を実施して

おり、引き続き全ての備品について検査

を実施する。 

尾張旭市会計規則（昭和５８年尾張旭市

規則第１１号。以下「会計規則」という。）

第７条により、歳入の調定をしたときは、

直ちに調定決議書を会計管理者に送付す

ることにより会計管理者に通知しなけれ

ばならない。しかしながら、財政資料広告

料について、調定を決議したが、同書を会

計管理者へ送付していなかった。 

会計規則に沿った事務処理を実施され

たい。 

調定決議書の綴りに注意喚起のメモを

貼付するとともに、毎月末に会計管理者

に送付せず綴っているものがないかを確

認し、再発防止に努める。 

本市の随意契約ガイドライン（総務部総

務課策定。以下「ガイドライン」という。）

により、随意契約を締結する場合、予定価

格が尾張旭市契約規則（昭和５３年尾張旭

市規則第１９号）第２５条に定める金額を

超えるときは、随意契約の内容の公表をし

なければならないが、市有財産環境整備委

託業務及び市有財産環境整備委託業務（そ

の２）は、予定価格が同条に定める金額を

超える随意契約であるにもかかわらず、内

容の公表が行われていない。 

指摘後、速やかに総務課に対し掲載を

依頼し、公表を行った。 

今後は、ガイドラインに沿って事務処

理漏れがないよう、随意契約の内容公表

が必要な事務については、データを格納

するフォルダ内に注意喚起のメモを作成

し、再発防止に努める。 



ガイドラインに沿った事務処理を漏れ

なく実施されたい。 

 

 


